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SUMMARY

Ostium secundum-type atrial septal defects (ASD) were found in 44 of 243 bovine hearts with congenital

cardiac anomalies except for patent foramen ovale. All defects were situated at the ostium secundum or

fossa ovalis. Sinus venosus, coronary sinus or common atrium-type ASD could not be found. Eight of 44

ASD hearts were isolated ASD and 36 were associated with other various cardiac anomalies. Eight calves

with isolated ASD died or necropsied prior to reaching 58 days of age due to either extracardiac anomalies,

enteritis or rupture of the viscera. At necropsy, these calves showed no indication of congestive heart fail-

ure. Twenty-two of 44 ASD cattle showed extracardiac congenital defects. The incidence of ASD indicated

no distinct correlation with the bovine species or bovine sex.
- Key Words: cattle, cardiac anomaly, atrial septal defect.
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要 約

牛の奇形心(卵 円孔開存は含まない)243例 中44例 に二次口欠損型心房中隔欠損(ASD)が 認 められた.欠 損はす

べて二次口または卵円窩に位置 していた.静 脈洞欠損型,冠 状静脈洞欠損型および単心房型ASDは 認 められなかっ

た. 44例 中8例 はASD単 独心奇形, 36例 は他の種々な心奇形との合併心奇形であった. 8例 のASD単 独心奇形の

子牛は心外奇形,腸 炎または内臓破裂等のため, 58日 齢 までに死亡または剖検 されていた.こ れらの子牛には剖検時

にうっ血性心不全の所見は認め られなかった. ASDの 牛44例 中22例 には心外奇形が合併 していた. ASDの 発生率

と牛の種および性との関係は明らかではなかった.-キ ーワー ド:牛,心 奇形,心 房中隔欠損.

ASDは 人では心奇形の中で比較的多い奇形であり,

また他の心奇形に比べほぼ完全な外科的治療が可能なこ

とか ら,重 要な心奇形の一つといわれている2). ASD

は欠損の位置および発生学的見地か ら二次口欠損型,静

脈洞欠損型,冠 状静脈洞欠損型,単 心房型および一次口

欠損型に分類され,人 では二次口欠損型が最も多いとい

われている11).牛 のASDに 関する報告は乏 しく,欠 損

の位置が明 らかなものはわずか10例3, 7, 9, 15)が報告され

ているのみである.そ こで,牛 の心奇形の詳細を明らか

にする目的の一環としてASDに ついて検索 した.

材 料 お よ び 方 法

材料は宮崎大学に保存されている牛の奇形心243例 で,

それ らを肉眼的に観察した.

結 果

牛の奇形心243例 中44例(18.1%)にASDが 認めら

れ,そ のうちASD単 独奇形が8例(3.3%)で あ った.

44例 のASDを 欠損の位置によって分類すると,い ず

れも二次口欠損型ASDで あ った.こ の欠損形成に関与

する二次口,一 次中隔および二次中隔について観察する

と,二 次口が一次中隔の卵円窩の部分まで広がり,そ の

ため二次中隔の後方を一次中隔が被うことができずに形

成された欠損が2例,二 次口の大きさは正常大であるが,

二 次中隔が低形成であるために形成 された欠損(写 真

1)が7例,二 次口が卵円窩の部分まで広がり,さ らに

二次中隔が低形成であるたあに形成 された欠損(写 真

2)が34例,二 次口は正常大で,二 次中隔も発育 して

いるが,一 次中隔の卵円窩の部分に二次口と連絡 しない
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欠損が形成されたもの(写 真3)が1例 であった.

欠損の大きさは,一 次中隔の前縁と二次中隔の後縁に

囲まれた小豆大の小さなものから,大 きいものは心房背

壁から後壁および心房底に薄膜様の一次中隔が低 く残存

するだけで,心 房中隔の大部分を欠損するもの(写 真

4)ま で,種 々であった.

ASD単 独奇形8例 の心臓の形態を観察す ると, ASD

の大 きさはいずれも小ないし中程度で,大 きいASDは

含 まれていなかった.こ れら8例 のうち2例 は右心房と

右心室の拡張,他 の1例 は左 ・右心房の拡張を示 し,前

二者のうちの1例 と後者は右房室弁の遊離部が肥厚を呈

していた.残 り5例 の心臓にはASD以 外 に明らかな肉

眼的異常は認められなかった.こ れらASD単 独奇形を

示 した8例 の子牛は四肢の関節弯曲や側脳室拡張,腸 炎,

内臓破裂等によって生後58日 までに死亡,ま たは廃用

となっており,剖 検時にそれらの子牛にはうっ血性心不

全を示す所見は認められなかった.

44例 のASDの うち36例 は他の心奇形との合併心奇

形であった. ASDと 合併 していた心奇形を多いものか

ら列挙すると,心 室中隔欠損22例,両 大血1管右室起始

10例,大 動脈縮窄 と左前大静脈遺残が各7例,動 脈管

開存5例,そ の他20種 の心奇形がそれぞれ4例 以下の

ASDと 合併 していた. ASDを 示 した牛44例 中22例 に

は心臓以外の奇形が合併していた. 44例 の うちASD単

独心奇形の8例 についてみると, 4例 に心外奇形が合併

し,そ の心外奇形は四肢の関節弯曲,側 脳室拡張および

小眼裂が各2例,口 蓋裂と潜伏精巣が各1例 の牛に合併

AO:大 動 脈 AV:前 大 静 脈 CS:冠

状 静脈 洞 LV:左 心 室 RV:右 心 室

写 真1 二 次 中 隔 低 形 成 に 基 づ く二 次

口 欠 損 型ASD(矢 印).右 心 房 壁

を 右 背 方 へ 反 転 して 右 後 方 よ り

み る.

して い た. ASDと 他 の 心 奇 形 が 合 併 し た牛36例 中18

例 に心 外 奇 形 が 認 め られ た.そ の心 外奇 形 は四 肢 の関 節

弯 曲7例,小 眼 裂 と潜 伏 精 巣 が 各3例,そ の 他14種 の

心 外 奇 形 が2例 ま た は1例 の牛 に合 併 して い た.

ASDを 示 した44例 の牛 の種 につ いて み る と,黒 毛 和

種30例(68.2%),ホ ル ス タイ ン種13例(29.5%),褐

毛 和 種1例 で,そ の うちASD単 独 心 奇 形 の8例 はい ず

れ も黒 毛 和 種 で あ った.牛 の性 に つ い て み る と, 44例

の う ち雌24例(54.5%),雄20例(45,5%),そ の うち

ASD単 独心 奇形 で は雌3例,雄5例 で あ っ た.

考 察

ASDは 入 で は 奇 形 心 の5～10%を 占め4, 14, 17),心 室

中 隔 欠 損,動 脈 管開 存,大 血 管 転 換 に次 い で多 い心 奇 形

と いわ れ て い る4).今 回 の観 察 で,牛 で は他 の心 奇 形 と

合 併 した も の を合 せ る と奇 形 心243例 中44例(18.1%)

にASDが 認 め ら れ た が, ASD単 独 心 奇 形 は8例

(3.3%)で あ っ た.牛 の奇 形 心7例 中3例7), 11例 中1

例8), 24例 中4例3)に そ れ ぞ れASD単 独 心 奇 形 を認 め

た 報 告 も あ る が,牛 の奇 形 心24例5), 36例6), 50例10),

88例18)中 にASD単 独 心 奇 形 は認 め られ て お らず,牛 で

はASD単 独 心 奇 形 は少 な い と考 え られ る.今 回 の観 察

で は, ASD単 独心 奇 形 は単 一 冠 状 動 脈 や心 室 中 隔欠 損,

フ ァロ ー四 徴,両 大血 管 右室 起 始,大 血 管 転 換,総 肺 静

脈 還 流 異 常,左 前 大静 脈 遺 残 等 よ り も少 な か っ た.

AO:大 動 脈 LV:左 心 室 PT:肺 動

脈幹 RV:右 心 室

写 真2 一 次 中 隔 の 過 剰 吸 収 と二 次 中

隔 の低 形成 に 基 づ くASD(矢 印).

左 心 房 壁 と左 心 室 壁 を 切 除 して

左 方 よ りみ る1
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AO:大 動 脈 FO:収 縮 し た卵 円 孔

LV:左 心 室 PT:肺 動 脈 幹

写 真3 一 次 中 隔 の卵 円 窩 の部 分 が 異

常 吸 収 さ れ て 形 成 さ れ たASD

(矢 印).左 方 よ り み る.

今回観察 した44例 のASDを 欠損の位置によって分

類すると,す べて二次口欠損型ASDで あった.過 去に

報告されている牛のASDの うち,欠 損の位置が明 らか

な ものが10例 あ るが,そ の うち二次口欠損型 が6

例3, 7, 9),単 心房型が3例3, 7),一 次 口欠損型が1例15)で あ

り,牛 でも人の場合1, 11)と同 じく, ASDの 中では二次口

欠損型が最 も多いと考えられる.牛 では静脈洞欠損型と

冠状静脈洞欠損型ASDの 報告はなく,今 回の観察例中

にもそれらは認められなかった.

二次口欠損型ASDは,発 生学的には二次中隔の低形

成,二 次口形成時の一次中隔の過剰吸収,ま たは一次中

隔の異常位置の吸収等によって形成され,人 では一次中

隔の過剰吸収によるものが最も多いといわれている16).

今 回観察 した牛44例 の二次口欠損型ASDで は,二 次

中隔の低形成と一次中隔の過剰吸収の合併によって形成

されたものが34例 で最 も多く,二 次中隔の低形成によ

るものが7例,一 次中隔の過剰吸収によるものが2例,

一次中隔の異常位置の吸収によるものが1例 であった.

人 のASDの 場合,通 常はASDを 介する左右短絡が

あるが,幼 児および少年期には右心室は容量負荷に十分

適応 し,ほ とんど症状を示さないといわれている2).今

回観察した牛のASD単 独心奇形8例 のうち, 2例 は右

AO.大 動 脈 AV;前 大 静 脈 CS:冠

状 静 脈 洞 RV:右 心 室 SP:心 房 背 壁

か ら後 壁 に か け て 低 く残 存 す る薄 膜 状

の一 次 中 隔

写 真4 大 き いASD(矢 印).右 後 方 よ

りみ る.

心房と右心室の拡張, 1例 は左 ・右心房の拡張を示 して

いた.し かし,剖 検時にこれらの子牛には皮下水腫や胸

水,腹 水,全 身性のうっ血等の所見は認められなかった.

また, 8例 と もASD以 外 の原因で生後58日 までに死

亡,ま たは廃用となっていた.牛 でもASDに よる障害

は若齢期には軽微なものと考えられる.

人では二次口欠損型ASDと 他 の心奇形や心外奇形が

合併することは少ないといわれている2).今 回観察 した

二次口欠損型ASD 44例 中36例 は他の心奇形と合併 し

ていた.合 併 していた心奇形の種類は,牛 の奇形心の中

で高率に出現するものが多 く, ASDと 高 率に合併する

特定の心奇形は認められなかった.し か し,牛 の二次口

欠損型ASDが 他 の心奇形 と合併する頻度が高いことは

人の場合 と異なる点といえる,

ASDを 示 した牛44例 中22例 には種々の心外奇形が

合併 していた.そ れらのうち四肢の関節弯曲が9例 に合

併していたが,こ れは南九州地方に多発するアカバネ病

関連奇形であり,著 者らの収集する剖検材料中にはそれ

が多数例含まれていることからASDと 合 併する頻度が

高くなったものと考えられる.小 眼裂は南九州地方の牛

に多発する異常ではないが,5例 に合併 していた.小 眼
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裂とASDや 他の心奇形との合併頻度が高い傾向がうか

がわれるが,そ れらの関係はさらに検索数を増 して検討

したい.

著者 らが先に検索 した牛の単一冠状動脈はホルスタイ

ン種に比べ,明 らかに黒毛和種における発生率が高 く13),

また黒毛和種ではホルスタイン種に比べて卵円孔の生後

閉鎖が遅れるものが多かった12).今 回観察 したASD 44

例 の牛の種についてみると,黒 毛和種30例(68.2%),

ホルスタイン種13例(29.5%),褐 毛 和種1例 であった.

この値のみではASDの 発生率は黒毛和種で高いが,そ

の母集団である剖検例全体の牛を種別にみると,黒 毛和

種62,6%,ホ ルスタイン種32.2%,そ の他の牛5.2%で

あ り, ASDの 発生率 と牛の種との関係 は明らかではな

かった.な お,人 のASDは1:2の 割合で男性より女

性に多 く発生す るといわれているが1920),牛 で はASD

の発生率と性との関係 も明らかではなかった.
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